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再び町を襲う、豪雨の脅威

◉平成◉平成3030年７月豪雨発生　あの日から１年年７月豪雨発生　あの日から１年

写真：豪雨によって大きく崩壊した道路（桝田地区）写真：豪雨によって大きく崩壊した道路（桝田地区）

◉平成30年７月豪雨発生　あの日から１年

写真：豪雨によって大きく崩壊した道路（桝田地区）



３　広報そえだ（平成 30年８月号）

九
州
北
部
豪
雨
か
ら
１
年

台
風
７
号
が
運
ん
だ
温
か
く
湿
っ
た
空
気

２
つ
の
高
気
圧
に
挟
ま
れ
、
日
本
列
島
上
空
で
梅
雨
前
線
が
停
滞

西
日
本
の
広
範
囲
で
長
時
間
続
く
、
記
録
的
な
雨

７
月
５
日
15
時
34
分　

添
田
町
に
大
雨
警
報
発
表

復
旧
工
事
中
の
町
、
よ
み
が
え
る
１
年
前
の
豪
雨
の
記
憶

７
月
５
日
16
時
54
分　

災
害
対
策
本
部
設
置

対
策
本
部
長
か
ら
住
民
へ
の
迅
速
、
的
確
な
情
報
発
信
を
指
示

添
田
町
消
防
団
に
よ
る
水
防
活
動

７
月
５
日
17
時
19
分　

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
を
発
令

「
こ
ち
ら
は
防
災
添
田
町
で
す　

避
難
所
を
開
設
し
ま
す
」

７
月
５
日
の
降
水
量
が
141
ミ
リ
に
達
す
る

７
月
６
日
７
時
59
分　

添
田
町
に
洪
水
警
報
発
表　

７
月
６
日
12
時
５
分　

添
田
町
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

７
月
６
日
12
時
39
分　

大
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
た
め
、

町
内
全
域
４
７
５
８
世
帯
、
１
０
０
１
７
人
に
避
難
勧
告
を
発
令　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
発
生　

あ
の
日
か
ら
１
年　

再
び
、豪
雨
が
町
を
襲
っ
た

１
時
間
最
大
降
水
量
が
58
・
５
ミ
リ
に
達
す
る

人
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
緊
急
に
避
難
誘
導
を
完
了
た
め
、

７
月
６
日
17
時
２
分　

町
内
全
域
４
７
５
８
世
帯
、
１
０
０
１
７
人
に
避
難
指
示
を
発
令

鳴
り
響
く
防
災
無
線
と
防
災
メ
ー
ル
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル

７
月
６
日
17
時
10
分　

数
十
年
に
一
度
の
降
雨
量
が
予
想
、
最
大
級
の
警
戒
が
必
要

福
岡
県
内
に
特
別
警
報
を
発
表

９
府
県
で
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
、
西
日
本
で
甚
大
な
被
害
に

７
月
６
日
の
降
水
量
が
391
ミ
リ
と
観
測
史
上
最
高
を
記
録

48
時
間
の
降
水
量
536
・
５
ミ
リ
に
達
す
る

彦
山
川
の
水
位
が
３
・
50
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
氾
濫
注
意
水
位
を
超
え
る

陣
屋
ダ
ム
で
完
全
放
流
の
可
能
性

添
田
町
で
は
最
大
、
19
か
所
の
避
難
所
に
372
人
が
避
難

７
月
７
日
、
洪
水
警
報
が
解
除
。
被
害
状
況
の
調
査
開
始

避
難
指
示
を
解
除
し
、
自
主
避
難
に

家
屋
、
道
路
、
河
川
、
林
道
、
農
地
、
農
業
施
設
で
被
害
発
生

人
的
被
害
は
ゼ
ロ
。
緊
急
復
旧
工
事
に
着
手

７
月
８
日
、
避
難
所
閉
鎖

　福岡県など９府県で大雨特別警報が発表され、記録的な大雨とな
った平成30年７月豪雨。昨年の九州北部豪雨から１年後、復旧工事
の進む町を襲った豪雨は、観測史上最も高い降水量に達し、町内各
地の広い範囲で甚大な被害を受けました。

写真：中元寺トンネル付近の土砂崩れ。土砂が建設会社の事務所を襲いました

①７月６日17時ごろの畑谷川。増水した濁流が土
のうを超えようとしています　②寺西町長を本部
長に災害対策本部を設置　③オークホールを避難
所として開設。約180人が身を寄せました

広報そえだ（平成 30年８月号）　２

７月５日　15時34分  添田町に大雨警報が発表
　　　　　16時54分  添田町災害対策本部設置
　　　　　17時19分  町内全域に避難準備・高齢者等避難開始を発令
　　　　　　 24時00分  この日の降水量が141ミリを記録（気象庁ＨＰより）
７月６日　７時59分  添田町に洪水警報が発表
　　　　　　 12時５分  添田町に土砂災害警戒情報が発表
 　　  　   12時39分  町内全域に避難勧告を発令
　　  　　 16時55分  １時間の降水量が58.5ミリを記録（気象庁ＨＰより）
　　  　　 17時２分  町内全域に避難指示を発令（4,758世帯10,017人）
　　  　　 17時10分  福岡県に大雨特別警報が発表

　　  　　 18時00分  彦山川の水位が 3.50 メートルまで上昇
 （遠賀川河川事務所ＨＰより・添田水位観測所） 

　　　　　　 24時00分  6日の降水量が391ミリを記録（気象庁ＨＰより）
７月７日　５時14分  添田町の洪水警報が解除

　　　　　　 ７時20分  48時間降水量が536.5ミリを記録。観測史上１位となる
 （気象庁HPより）

　　　　　　 ７時55分  添田町の土砂災害警戒情報が解除
　　　　　　 ８時10分  添田町の大雨特別警報が解除
　　　　　　 ８時20分  避難指示を解除、避難準備・高齢者等避難開始とする
　　  　　 17時00分  避難準備・高齢者等避難開始を解除し、自主避難とする
７月８日　８時30分  避難所を閉鎖

◉「添田町では何が起こっていたのか」ドキュメント平成30年７月豪雨

　

そ
の
豪
雨
か
ら
の
復
興
に
向
け

て
、
つ
き
進
ん
で
い
る
さ
な
か
、

今
年
も
雨
が
町
を
襲
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
は
、
西
日

本
の
広
い
範
囲
に
わ
た
り
、
激
し

い
雨
が
降
り
ま
し
た
。
気
象
庁
は
、

特
別
警
報
を
福
岡
県
な
ど
９
府
県

で
発
表
。
数
十
年
に
一
度
の
重
大

な
災
害
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
最
大
限
の
警
戒

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
本
列
島

の
上
空
に
梅
雨
前
線
が

長
く
停
滞
。
そ
の
前
線

に
太
平
洋
高
気
圧
に
沿

っ
て
、
温
か
く
湿
っ
た

空
気
が
流
れ
込
み
、
広

範
囲
で
同
時
に
、
長
時

間
に
わ
た
っ
て
雨
を
降

ら
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
初
旬
に

接
近
し
た
台
風
７
号
が

日
本
海
の
海
上
を
北
上

す
る
際
に
、
日
本
の
南

に
あ
る
湿
っ
た
空
気
を

前
線
に
運
び
込
み
、
梅

雨
前
線
を
刺
激
し
、
今

回
の
豪
雨
に
拍
車
を
か

け
ま
し
た
。

　

本
町
は
７
月
５
日
、
雨
が
強
く

な
り
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
長
く

降
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

対
策
本
部
長
の
寺
西
町
長
は
「
ま

ず
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、
関
係
各
課

が
連
携
を
図
り
、
迅
速
で
的
確
な

対
応
を
図
る
よ
う
に
」
と
指
示
。

町
内
全
域
に
避
難
準
備
・
高
齢
者

等
避
難
開
始
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
警
察
、
消
防
な
ど
関
係

機
関
や
各
行
政
区
長
、
民
生
委
員

の
皆
さ
ん
ら
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
要
援
護
者
や
独
居
老
人
の
安

否
確
認
、
避
難
所
へ
の
移
動
の
介

助
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
日
６
日
も
強
い
雨
は
降
り
続

き
、
さ
ら
に
、
数
十
年
に
一
度
の

降
水
量
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
17

時
２
分
に
町
内
全
域
の
４
７
５
８

世
帯
１
万
17
人
に
避
難
指
示
を
発

令
。
町
内
19
か
所
に
最
大
371
人
が

避
難
を
し
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て

降
り
続
い
た
記
録
的
な
大
雨
。
添

田
観
測
所
で
の
48
時
間
降
水
量
は
、

536
・
５
ミ
リ
に
達
し
、
観
測
史
上

１
位
の
値
を
更
新
し
ま
し
た
。

降
り
続
く
記
録
的
豪
雨

観
測
史
上
１
位
536
ミ
リ

❶

❷

❸

あ
の
日
か
ら
１
年

再
び
、
町
を
襲
う
豪
雨

　

昨
年
７
月
５
日
、
短
時
間
の
う

ち
に
、
す
さ
ま
じ
い
雨
が
降
っ
た

九
州
北
部
豪
雨
。
数
十
年
に
一
度

の
大
雨
と
し
て
、
ま
だ
記
憶
に
新

し
い
そ
の
豪
雨
で
、
本
町
で
も
、

彦
山
川
流
域
を
中
心
に
、
河
川
の

氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

９
府
県
に
特
別
警
報

広
範
囲
で
同
時
に
豪
雨



西
日
本
な
ど
広
範
囲
で
長
い

雨
を
降
ら
せ
た
今
回
の
記

録
的
な
豪
雨
。
本
町
で
も
７
月
５

日
か
ら
６
日
に
か
け
て
降
り
続
い

た
雨
は
、
７
日
の
朝
、
小
康
状
態

と
な
り
、
そ
の
被
害
状
況
が
明
る

み
に
な
り
ま
し
た
。

　

土
砂
崩
れ
や
河
川
・
水
路
の
増

水
に
よ
り
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
り
、

家
屋
や
田
畑
へ
泥
水
が
流
れ
込
ん

だ
り
し
て
町
内
は
大
混
乱
。
津
野

地
区
や
大
藪
地
区
で
は
一
時
孤
立

状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
道
の
添
田
・
小
石
原
線
で
は
、

中
元
寺
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
付
近
で

の
り
面
が
高
さ
約
30
メ
ー
ト
ル
、

幅
約
50
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
崩
壊
。

土
砂
や
倒
木
が
建
設
会
社
事
務
所

に
ま
で
な
だ
れ
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
道
の
英
彦
山
・
香
春

線
で
は
、
津
野
郵
便
局
付
近
の
道

路
が
20
〜
30
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ

て
大
き
く
崩
落
。
復
旧
に
は
時
間

を
要
し
、
当
分
の
間
、
通
行
止
め

が
続
く
な
ど
、
自
然
の
脅
威
を
見

せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
、
町
内
で
は
今
回
の

災
害
に
よ
る
け
が
や
命
に
か
か
わ

る
人
的
な
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
猛
威
を
ふ
る

う
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め

に
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

「
自
助
」、
互
い
に
助
け
合
い
地
域

で
守
る「
共
助
」が
特
に
重
要
で
す
。

　

昨
年
、
今
年
と
毎
年
続
く
豪
雨

災
害
を
教
訓
に
、
一
人
ひ
と
り
が

改
め
て
防
災
意
識
を
高
め
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

添田町長　寺西　明男

　平成30年７月豪雨災害で亡くなられた方々の
ご冥福をお祈りしますとともに、被災された皆
さまに心からお見舞い申し上げます。本町は、
昨年、今年と記録的豪雨に見舞われましたが、
人的被害は発生しませんでした。
　今年も気象情報の収集に努め、住民皆さんの
生命の安全を第一に考えて、早い段階で避難指
示を発令し、警察や消防などとの連携に努めま
した。また、昨年と同様、行政区長をはじめ、

復旧に全力を尽くし、災害に負けないまちづくりを

住民の皆さんの協力のおかげで、一人の犠牲者
も出さずに済んだのではないかと思います。
　高齢者も子育て世帯も安心し、生活できる町。
農業、林業の方も、災害に負けないまちづくり。
そのためにも、復旧に全力
を尽くします。皆さんも
家庭や学校、職場、地域
で日頃から防災を意識す
ることをお願いします。

↓真木若者定住住宅付近では、のり面
　が崩落。土砂が道路をふさぎました

　わずか１年で再び町を襲った豪雨。河川を濁流へ変え、護岸の崩
落や土砂崩れ、農地へ濁流が流れ込み、農業用施設を破壊するなど
猛威をふるいました。町では、１日でも早く皆さんが普段の生活を
取り戻し、安心して生活できるよう復旧を進めています。

平成30年７月豪雨発生　あの日から１年、再び

猛威をふるう豪雨

　災害時、消防団は雨の中、住民の生命と財産を守るため活
動しました。結果的に人的被害が無く胸をなでおろしていま
す。災害時に迅速、的確で無駄なく機能する防災体制の構築
は、日頃の訓練から生まれると言っても過言ではありません。
自然は時に猛威をふるいます。しかし、備えがあれば、大切
な人の尊い命を守ることができます。訓練を繰り返し行い、
万一への備えを強化することが重要ではないでしょうか。

日頃の訓練で尊い命を守る

添田町消防団　田中　久美男 団　長

【豪雨の爪痕】

　２日間にわたって
降り続き、観測史上
最高の雨量を記録し
た今回の豪雨。町の
被害状況もすさまじ
いものとなりました。

↑野田地区のクアハウスハピネス横の土砂崩れ
　昨年の豪雨から不通の線路に押し寄せた倒木

土
砂
や
倒
木
が
事
務
所
へ

道
路
陥
没
も
相
次
ぐ
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幸
い
に
も
人
的
被
害
ゼ
ロ

各
自
で
防
災
へ
の
意
識
を

◉農地・農業用施設災害復旧事業
問 役場道路整備課森林土木係　☎ 88-8777
問 役場地域産業推進課農政係　☎ 82-1237

　被災した農地等の災害復旧を図るため補助事業の受け付けを行っ
ています。崩壊した農地や水路などの復旧工事、または農地や水路に
流入した土砂等の撤去などです。ただし、災害の程度により該当し
ない場合もあります。詳しくは問い合わせください。
【補助事業】
（国）農地・農業用施設災害復旧事業
（町）農地等小規模災害復旧事業補助金

◉林地災害復旧事業など
問 役場道路整備課森林土木係　☎ 88-8777

　被災した林地等の復旧を図るため、補助事業の受け付
けを行っています。ただし、災害の程度や被害金額等で
該当しない場合もありますので、詳しくは問い合わせく
ださい。また、道路や河川の被災している場所がありま
したら、連絡をお願いします。
【補助事業】
（国）林地崩壊防止事業など　（県）県単補助治山事業など
　家屋裏の山林の崩壊などの復旧事業です。

◉り災証明書などの発行
問 役場防災管理課防災安全係（☎ 82-4002）

▶り災証明書　自然災害による住家の被害程度を証明
▶り災届出証明書　り災の状況を町に届け出たことを証明
▶被災証明書　自然災害による住家以外の建物、塀、門扉などの
付帯物、車両や家財などの被害について、写真などで確認し、被
災者から被災の届出があった旨を証明
【申請に必要なもの】
●印鑑　●被害状況が確認できる写真（建物等の全景、損壊部分、
傾斜など）、または見積書など

↓土砂が流れ込み、稲が倒された水田。農地や水
　路などの農業施設も被害を受けました

災
動し
す。
は、
自然
な人
万一

INNN

◉災害状況報告件数（町有施設分）

住　　家  床上・床下浸水など ８

道路被害  損壊・埋没など 20

河　　川  損壊 18

林　　道  区分なし 33

山　　林  家屋裏崩壊・山地崩壊など 40

農地関係  農地・農業施設 65

※今回の豪雨災害で町内で被災された方への支援情報は町ホームページを確認してください。

※災害による通行止めは町ホームページで確認してください。
↓津野郵便局付近の道路が崩落。当分の間は、通行止めの
　ため、ダムの西側道路へ、う回する必要があります

◉Ｊアラート放送訓練
問 役場防災管理課防災安全係（☎ 82-4002）

　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を使用した自動放
送訓練が全国一斉に実施され、町内に設置している防災
無線のスピーカーから次の内容が放送されます。今回は
放送訓練です。特に皆さんが行動する必要はありません。
▶とき　８月29日水　11時ごろ
❶上がりチャイム音　❷「これはＪアラートのテストで
す」×３回　❸「こちらは防災添田町です」　❹下がりチ
ャイム音

↑7月10日、災害現場の視察に
　訪れた武田良太衆議院議員

平成30年7月25日現在



現況届は、受給者の前年の
所得と８月１日現在の児

童の養育の状況を確認するため
の届です。この届を提出しない
と、８月以降の手当の支給を受
けることができなくなりますの
で、必ず提出してください。

【児童扶養手当】

◉支給要件

　次のいずれかに該当する児童（18歳の誕生日を迎えた後の
３月31日までにある人、障害児は20歳未満）を監護している
母、父または養育者に支給されます。
▷父母が離婚　▷父（母）が死亡　▷母が未婚で懐胎　▷父（母）
から１年以上遺棄　▷父（母）が生死不明　▷父（母）が法令に
より引き続き１年以上拘禁　▷父（母）が年金の障害等級１級
程度にあり、公的年金の加算対象となっていない
◉手当の月額（平成 30 年４月以降）

※４人以上は１人につき 3,000 円加算。
※定められた額以上の所得があるときは手当が支給されません。

◉手当の一部支給停止措置について

　「児童扶養手当の受給から５年を経過する等の要件」に該当
する受給資格者は、支給額の２分の１が支給停止となる場合
があります。ただし、「適用除外の事由」に該当する場合は、
届出書を提出することで減額されません。
▶適用除外の事由とは…
▷就業している　▷求職活動など自立のための活動をしてい
る　▷身体上または精神上の障害がある　▷負傷または疾病
などにより就労することが困難である　▷介護などにより就
業することが困難である

【特別児童扶養手当】

◉支給要件

　精神または身体が法令で定める程度以上の障害の状態にあ
る20歳未満の児童を養育している人に支給されます。

※定められた額以上の所得があるときは手当が支給されません。

問 役場保健福祉環境課子育て支援係（☎ 82-1232）

７　広報そえだ（平成 30年８月号）

まちからのお知らせ＆情報

手当を受けるためには欠かせない手続きです

児童扶養手当・特別児童扶養手当
８月は現況届の提出月です

更新手続きは８月31日金までです

公費医療費支給制度の
更新手続きをお忘れなく

区　分 児童１人 児童２人 児童３人

全部支給 42,500 円 52,540 円 58,560 円

一部支給 10,030 円～
42,490 円

15,050 円～
52,520 円

18,060 円～
58,530 円

重度障害児（１級） １人につき　51,700 円

中度障害児（２級） １人につき　34,430 円

【重度障害者医療費支給制度】

　重度障害者の医療費の一部を対象者また
は保護者に支給する制度です。対象者には
申請書を送付しますので、必要な書類をそ
ろえて８月31日金までに住民課保険年金係
に提出してください（※今年度から申請書
へのマイナンバーの記入が必要となりまし
た）。審査後に医療証を郵送します。

【ひとり親家庭等医療費支給制度】

　ひとり親家
庭の親・児童
や父母のいな
い児童に医療
費の一部を支
給する制度です。（小学１年生から中学３年
生までの児童については全額無料）対象者
には申請書を送付しますので、更新に必要
な書類をそろえて、８月31日金までに保健
福祉環境課子育て支援係に提出してくださ
い。審査後、新たに医療証を郵送します。

※上記の制度は、一定以上の所得がある場合
は支給されません。ただし、中学３年生まで
の児童・生徒については、子ども医療の対象
となります。

※子ども医療については、更新手続きの必要
はありませんが、制度運営のため所得情報の
照会をさせていただき、必要に応じて、所得
証明書等の提出をお願いする場合があります。

問 重度障害者医療
　 ＝役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）
　 ひとり親家庭等医療
　 ＝役場保健福祉環境課子育て支援係
　 （☎ 82-1232）

広報そえだ（平成 30年８月号）　６

「添田町立小学校の明日を考える会」 を開催します

問 添田町教育委員会学校教育課教育総務係（☎ 82-5963）

◉これまでの経緯

　教育委員会では、人口減少や少子高齢化、学校
施設の老朽化などの現状課題を踏まえた中で、子
どもたちにとって、充実した教育環境を整備する
ことを第一に考え、さまざまな検討をしてきまし

た。その結果を
受け「添田町立
小学校統合基本
計画（案）」を策
定。昨年度、全
６回にわたって
地域説明会を行
いました。この
説明会で各地域
の保護者、住民
の皆さんの意見

や思いを聞くことができました。教育委員会では、
さらに丁寧な説明を行い、子どもたちにとって、

参加お待ち

しています

より良い教育環境を整備するためには、多くの皆
さんによる議論や検討を行っていくことが必要で
あると考えました。
◉子どもたちのために皆さんの意見を

　そこで、地域の皆さんの意見を聞き、これから
の子どもたちの教育環境や学校のあり方について
一緒に考える機会として「添田町立小学校の明日
を考える会」を開催します。全国各地のまちづく
りの場で活躍する、津屋崎ブランチＬＬＰ代表の
山口覚さんを進行役に、皆さんからの意見をお聞
きします。
▶参加申し込み　当日の参加も可能ですが、会場
準備などの都合上、各会場開催の１週間前までに
申し込みをお願いします。
▶申し込み方法　氏名、行政区または小学校区、
会場名を記入し、学校教育課にファックス（82-5
530）かEメール（gakkoukyouiku@town.soeda.fuk
uoka.jp）で申し込んでください。

◉添田町立小学校の明日を考える会

 と　き  ところ
 ８月24日金　19時～21時  真木小学校体育館
 ８月27日月　19時～21時  中元寺公民館
 ９月３日月　19時～21時  添田小学校体育館
 ９月11日火　19時～21時  津野公民館
 ９月12日水　19時～21時  落合小学校体育館

添田町教育委員会では、地域の皆さんのご意見をお聞きし、
これからの子どもたちの教育環境や学校のあり方などにつ

いて一緒に考える「添田町立小学校の明日を考える会」を開催し
ます。皆さんもぜひご参加いただき、教育環境や学校整備について、
一緒に考えてみませんか。

子どもたちのため
教育や学校のこと

考えてみませんか！



９　広報そえだ（平成 30年８月号） 広報そえだ（平成 30年８月号）　８

My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　くるみ保育園

による七夕飾り

が、しゃくなげ

荘のロビーに展

示され、来館者

の目を楽しませ

ていました。７

月３日、園児10

人は「警察官に

なりたい」や「上

手に自転車に乗れるようになりたい」、出産を控えるお母

さんに「元気な赤ちゃんがうまれますように」などの願い

を込めた短冊を２本の大きなササに結びつけていました。

くるみ保育園が七夕飾り付け

みんなの願い、天まで届くといいね

↑願いを込め作った七夕飾りの前でハイ、ポーズ☆↑炎のように強くたくましい大人になると誓いました

　町立図書館で

７月５日、読み

聞かせ活動など

を行っている築

上町の元島美和

子さんによる学

校図書館支援ス

タッフ養成講座

が行われました。

参加者は元島さ

んから、手作りの小道具を使った読み聞かせや、こけで

絵本の世界を表現した図書館の飾り物づくりなど、子ど

もたちに絵本の楽しさを伝える方法を学んでいました。

学校図書館支援スタッフ養成講座

絵本の楽しい世界を表現する飾り物

↑こけと手作りの小物を使って、絵本の世界を表現

そえだボランティア・町民活動センター開設

ボランティアの役割とは何か↓ボランティアの養成、保険についての相談受け付けなどでスムーズなボランティア活動を目指します

魔法の心理学講座

思考を少し変えれば、毎日が変わる

↑視線を変えるだけでも行動が変わっていきます

第68回社会を明るくする運動

立ち直りを地域のチカラで支えよう

↑犯罪者の更生に協力を求めて、歓遊舎で啓発活動

　７月20日、今

年で68回目を迎

える社会を明る

くする運動が行

われ、本町と大

任町の保護司会

や関係団体の皆

さんが街頭啓発

を行いました。

役場での出発式

の後、町内を巡回したり、道の駅などでチラシを配布し

たりして、犯罪を犯した人を社会の中で見守り、地域のチ

カラで支えていく更生保護活動への理解を求めました。

　オークホール

で６月23日、心

理カウンセラー

の矢野清美さん

を講師に、魔法

の心理学講座が

行われました。

講座には約40人

が参加。矢野さ

んは「“しなけれ

ばならない”という言葉には義務感がある。“したい”と思

うことで、思考や言葉、行動を変えていきましょう」と話し、

参加者は、毎日をより楽しく過ごすコツを学びました。

津野小が優秀賞受賞と６位入賞

地域で見守る児童の交通安全↓児童、先生、保護者、地域の皆さんが一致団結し、交通安全に取り組む活動が評価された津野小

　交通安全に対する取り組みが評価され、津

野小学校が平成30年度学童交通安全運動実践

優秀校で、優秀賞に輝きました。特に交通安

全子供自転車大会では、津野駐在所の警察官

や保護者、地域の皆さんの指導で、今年は北

九州・筑豊地区ブロックで６位入賞するなど、

学校や家庭、地域が一体となった継続的な活

動が高く評価されました。７月19日、児童３

人から受賞の報告を受けた寺西町長は「津野

小の伝統である交通安全の取り組みを後輩た

ちへとつなげてください」と激励。児童は「見

守ってくれる地域の皆さんと一緒に交通安全

運動を続けていきたい」と語っていました。

浴衣着付け体験・模型飛行機教室

文化に触れ楽しく学びました ↓講師の山本直子先生㊤と中畑綾子先生㊦に教わり、きれいに着付けできるようになりました

　７月14日、中

元寺小グラウン

ドで、中元寺夏

まつりが行われ

ました。会場で

は、地域の皆さ

んが、カレーや

ポップコーン、

かき氷などの露

店を出し、子ど

もたちに竹馬やけん玉などの昔遊びを教えるなどして交

流。トーチに火を灯し大きな輪になり、６年生代表は「この

火をずっと受け継いでいってほしい」と話していました。

中元寺夏まつり

子どもたちの成長を感じる営火祭

　７月13日、そえだジョイで、そえだボラン

ティア・町民活動センターの開設式と記念講

演会が行われました。記念講演会では福岡県

立大学の村山浩一郎准教授を講師に、ボラン

ティアで人のため、地域のために、自分に何

ができるのかを考えました。村山准教授は「助

け合いも大事だが、隣も一人暮らしかもしれ

ない。地域で何が

できるのかを改め

て考えなければな

らない」と話し、

参加者は真剣に耳

を傾けていました。

　添田中学校で６月25日、２年生82人を対象

に、浴衣の着付け体験と模型飛行機教室が行

われました。花火大会などで浴衣を着ること

が多くなる季節、友だちや先生と協力しなが

ら着付けられるようになりました。模型飛行

機教室では、安藤由隆先生が「今回作る飛行

機もジャンボ機も原理は同じです」と飛行機

が飛ぶ仕組みを説

明。生徒は自分で

作った飛行機を体

育館で飛ばし、飛

距離を競い合って

いました。 ↑飛行機の仕組みに興味津々の様子でした

↑ボランティア活動を人と関わる機会に

水口さんと藪さんが全国大会へ

全国の舞台で躍動、頑張れ球児たち

↑添田フリーズ出身である両選手の活躍に期待です

　添田町の中学

３年生水口華緒

さんと２年生薮

遥斗さんが所属

する西田川ボー

イズが８月２日

から大阪府で行

われる第49回日

本少年野球選手

権大会中学部に

出場します。６月の地区大会で優勝し、全国への切符を

手に入れた西田川ボーイズは田川市郡の男子24人、女子

１人の選手が全国制覇を目指して練習に励んでいます。
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９
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15
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１
）

問 役場まちづくり課文化財係（☎ 82-5964）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～
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入
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も
同
様
に
養

子
で
、
も
と
は
英
彦
山
山
伏
の
正
応

坊
の
末
弟
で
し
た
。
小
三
郎
は
、
伊

勢
地
方
で
は
「
近
代
的
な
伊
勢
を
つ

く
っ
た
偉
大
な
人
」
と
さ
れ
、
そ
の

功
績
は
伊
勢
神
宮
の
神
苑
整
備
や
参

拝
客
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
参
宮
鉄

道
（
現
Ｊ
Ｒ
東
海
紀
勢
本
線
・
参
宮

線
）
の
敷
設
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

小
三
郎
の
兄
に
あ
た
る
鷹
羽
浄
典

は
英
彦
山
の
な
か
で
も
重
職
に
就
い

て
い
ま
し
た
が
、
文
久
３
（
１
８
６

３
）
年
に
小
倉
藩
襲
撃
計
画
へ
の
参

加
を
疑
わ
れ
、
慶
応
２（
１
８
６
６
）

年
に
処
罰
さ
れ
ま
し
た
。
光
熈
に
と

っ
て
は
、
伯
父
に
あ
た
り
ま
す
。

光
熈
が「
英
彦
霊
山
図
」を
英
彦

山
へ
奉
納
し
た
背
景
に
は
、

こ
の
伯
父
の
存
在
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
画
面
上
の
招
魂
社
か
ら
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

招
魂
社
と
は
英
彦
山
神
宮
奉
幣
殿

か
ら
約
50
メ
ー
ト
ル
参
道
を
下
っ
た

所
に
位
置
し
、
鷹
羽
浄
典
を
は
じ
め

と
し
て
、
幕
末
の
動
乱
で
非
業
の
死

を
遂
げ
た
11
名
を
祀ま

つ

る
た
め
に
、
明

治
２（
１
８
６
９
）年
に
創
建
さ
れ
た

社
で
す
。
描
か
れ
た
招
魂
社
を
確
認

し
て
み
る
と
、
敷
地
や
墓
標
は
参
道

沿
い
の
坊
舎
跡
地
や
燈と

う
ろ
う籠

な
ど
、
他

の
モ
チ
ー
フ
と
比
較
し
て
も
大
き
く

立
派
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。
こ
れ
は
依
頼
主
の
意
向
を
受

け
て
か
、
吉
田
初
三
郎
の
計
ら
い
か

は
明
確
に
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
光
熈

の
伯
父
へ
の
追
悼
の
想
い
が
画
面
へ

表
現
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

修
験
道
館
で
光
熈
の
想
い
に
心

を
は
せ
る
と
と
も
に
「
英
彦

霊
山
図
」
を
前
に
し
て
、
鳥
に
な
っ

た
気
分
を
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。【
文
・
西
山
紘
二
学
芸

員
（
ま
ち
づ
く
り
課
文
化
財
係
）】

※
参
考
文
献
「
霊
峰
英
彦
山
―
神
仏

と
人
と
自
然
―
」（
九
州
歴
史
資
料
館

／
平
成
29
年
）　

文
芸
歳
時
記

風
鈴
の
音
色
に
あ
り
し
母
の
影　
　
　
　

武
田　

晴
子

荒
梅
雨
や
た
だ
濁
流
を
み
つ
め
お
り　
　

森
田　

竹
子

栗
咲
い
て
抜
き
足
な
ら
ぬ
こ
と
ば
か
り　

大
池
み
ど
り

【
俳
句　

投
稿
】

紫
陽
花
の
雫
が
落
ち
て
あ
で
や
か
に　
　

寺
本　

紀
子

老
い
い
れ
ば
句
も
老
い
に
け
り
余
花
白
し　

島
津
余
史
衣

風
薫
る
富
士
真
向
か
ひ
の
レ
ス
ト
ラ
ン　

柴
田　

一
世

色
淡
き
お
た
ま
じ
や
く
し
は
シ
ョ
パ
ン
の
子　

斎
藤
智
寿
子

盛
り
上
が
る
鎮
守
の
杜
の
楠
若
葉　
　
　

天
野
ユ
キ
海

園
児
ら
の
花
見
に
開
く
バ
ス
ケ
ッ
ト　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

小
次
郎
も
城
を
守
る
武
者
修
行

　
　
　
　
　

岩
石
宿
さ
く
ら
散
る
な
か　

梶
谷　

敏
明

こ
の
国
は
負
け
戦
な
る
ど
さ
く
さ
に

　
　
　
　
　
　
　

奉
安
殿
と
勅
語
失
ふ　

濵
田
イ
サ
オ

二
十
日
過
ぎ
抱
卵
い
ま
だ
ヒ
ナ
な
ら
ず

　
　
　
　

イ
ン
コ
健
気
に
首
傾
げ
を
り　

櫻
木
マ
サ
子

酒
に
酔
ひ
「
無
情
の
夢
」
と
ふ
懐
メ
ロ
を

　
　
　
　

歌
ひ
し
人
も
黄
泉
へ
旅
立
つ　

独
活
山
強
実

【
川
柳　

投
稿
】

梅
雨
空
に
名
だ
け
連
呼
の
町
議
選　
　
　

成
松　

義
紀

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

娘
の
家
ゆ
眺
め
し
琶
湖
マ
ラ
ソ
ン
の

　
　
　
　
　

選
手
の
姿
忘
れ
ぬ
思
ひ
出　

大
塚　

成
子

狭
庭
辺
に
植
ゑ
場
所
替
へ
て
プ
チ
ト
マ
ト

　
　
　
　

赤
く
色
づ
く
ピ
ン
ポ
ン
程
に　

五
十
嵐
田
鶴

陽
は
落
ち
て
薄
れ
ゆ
く
光
や
さ
し
さ
に

　
　
　
　
　

夜
の
気
配
を
運
ぶ
風
吹
く　

大
塚　

富
江

機
械
化
に
一
人
仕
事
の
農
家
多
く

　
　

代
掻
き
終
ふ
る
も
束
の
間
の
こ
と　

平
井　

朝
子

裏
庭
に
私
の
気
配
に
餌
く
れ
と

　
　
　
　
　

騒
ぐ
鶏
の
可
愛
く
も
あ
り　

木
村　

寛
子

こ
の
夏
も
ベ
ゴ
ニ
ア
の
鉢
の
咲
き
盛
り

　
　

車
庫
の
出
入
り
に
華
や
ぎ
揺
る
る　

福
富　

廣
枝

八
十
路
越
え
夢
を
続
け
る
水
墨
画
展
示
の

　
　
　
　
　

写
真
を
添
へ
て
文
の
く
る　

荒
巻
ミ
サ
子

【
俳
句　

添
田
福
寿
句
会
】

卒
寿
過
ぎ
偲
ぶ
こ
と
多
き
盆
の
月　
　
　

鶴
原　

幸
江

青
葉
し
て
今
年
も
老
樹
た
く
ま
し
や　
　

熊
谷
ト
シ
エ

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】

自
己
流
に
生
き
て
寡
黙
や
兜
虫　
　
　
　

諌
山　

静
香

赤
紙
の
重
し
真
夏
の
無
言
館　
　
　
　
　

鈴
鹿　

雅
子

長
ら
へ
ば
見
送
る
こ
と
の
み
夏
椿　
　
　

安
永　

藻
香

女
郎
蜘
蛛
糸
張
る
姿
母
に
似
て　
　
　
　

手
嶋
く
み
え

敗
戦
忌
姿
を
消
し
た
紙
兜　
　
　
　
　
　

牧
野
八
寿
子

「
８月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

Eメールでも、
受け付けをし
ています。

　E メールは
（koudojyouhou@town.
soeda.fukuoka.jp）まで
送信してください。

お子
さん
の写真

掲載
しませんか

♥３歳までのお子さん募集中です！９月生まれは８月15日金ま

でに連絡ください。　問 役場総務課広報・秘書係／☎82-1231

上田 燎
りょう

ちゃん 
８月 28日生 ❷・上津野

燎くん、２歳のお誕生日おめでと
う！お姉ちゃんたちと仲良く、元
気に大きくなーれ☆

岩崎 杏
きょうか

華ちゃん 
８月 13日生 ❸・豊川

いとこといつまでも仲良く、元気
に大きく育ってね。

いつも元気いっぱい！追いかけっ
こにハマってて、延々と。お母さ
んとお父さんは毎日へとへとです
よー笑

藤川 栞
しほ

帆ちゃん 
８月 17日生 ❸・一ノ宮

　

英
彦
山
修
験
道
館
に
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
画
家

で「
大
正
の
歌
川
広
重
」と
呼
ば
れ
る
吉
田
初
三
郎
が
描
い
た
「
英
彦

霊
山
図
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
田
初
三
郎
は
鳥ち

ょ
う
か
ん
ず

瞰
図
を
得
意

と
し
て
い
ま
し
た
。

英
彦
山
鳥
瞰
図
に
描
か
れ
た

依
頼
者
の
想
い
、作
者
の
計
ら
い

英彦霊山図
（英彦山神宮所蔵）

おっきいヤマメつかまえたよ
道の駅歓遊舎ひこさん

まちのホットNews

　７月16日、道の駅歓遊舎ひこさんのこどもわく

わくパーク内にある池で、夏の恒例イベントとして

人気のヤマメのつかみ取り大会が行われ、約 120

人が参加しました。夏の強い日差しが照りつける

中、水着姿で冷たい池に入り、素早く逃げるヤマ

メを必死に追いかける子どもたち。つかまえたヤ

マメはおいしい塩焼きにしてもらいました。また、

公園そばのゆめやでは、暑さもあって、かき氷や

ソフトクリームが大盛況。 スーパーボールすくいや

輪投げ、射的といったゲームも子どもたちに好評で、

多くの家族連れが夏の一日を満喫していました。

①公園内の池でヤマ
メを追いかけました
　②つかまえたヤマ
メを素早くビニール
袋の中へ　③狙いを
すまして、射的ゲー
ムに挑戦　④「ヤマ
メの塩焼き、おいし
いよ」　⑤上手につ
かまえたヤマメを手
にハイポーズ !!

❶ ❷

❸ ❹

❺



▼
手
当　

通
勤
手
当
、
処
遇
改
善
手

　

当
、
資
格
手
当

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

（
☎
82
―
５
６
０
０
）

▼
職
務
内
容　

要
援
護
者
宅
を
訪
問

　

し
、
聞
き
取
り
調
査
で
の
デ
ー
タ

　

の
収
集
、
整
理

▼
と
き　

８
月
16
日
木
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
１
階

※
予
約
優
先
で
す
の
で
、
事
前
に
連

絡
く
だ
さ
い
。

問 

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯

　

 

塚
ブ
ラ
ン
チ

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
０
３
９
０
）

　

育
児
休
業
中
の
皆
さ
ん
の
不
安
や

悩
み
を
解
消
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。

▼
と
き　

講
座
・
交
流
会
＝
10
月
３

　

日
水
／
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
見
学
＝
10
月

　

上
旬
〜
中
旬
（
予
定
）

▼
内
容　

講
座
、
交
流
会
、
保
育
所

　

見
学
（
講
座
は
託
児
有
）

▼
対
象　

育
児
休
業
中
の
女
性

▼
募
集
人
数　

10
人
程
度
（
先
着
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
限　

９
月
26
日
水

問 

㈱
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
社（
☎
092

　

 

―
483
―
０
１
５
８
）

　

田
川
地
域
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
本
格

【
自
衛
隊
消
防
】

▼
と
き　

８
月
５
日
日
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
情
報
セ
ン
タ
ー

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
で

は
、
ひ
と
り
親
家
庭

を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
た

就
業
支
援
や
養
育
費

相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
受
付
日
時　

月
曜
〜
金
曜
９
時
〜

　

17
時
（
土
曜
と
第
１
・
第
３
日
曜

　

の
９
時
〜
16
時
も
受
け
付
け
）

▼
相
談
内
容　

▽
就
業
相
談
＝
来
所

　

相
談
・
出
張
相
談　

▽
養
育
費
相

　

談
＝
電
話
相
談　

▽
無
料
弁
護
士

　

相
談
＝
養
育
費
相
談
な
ど
の
結
果

　

弁
護
士
に
よ
る
助
言
が
必
要
と
判

　

断
さ
れ
た
場
合
、
弁
護
士
相
談
ク

　

ー
ポ
ン
を
配
布

※
そ
の
他
、
介
護
福
祉
士
実
務
者
研

修
や
パ
ソ
コ
ン
研
修
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
対
象
就
業
・
養
育
費

出
張
相
談
会
】

　

し
、普
通
自
動
車
第
一
種
免
許（
Ａ

　

Ｔ
限
定
可
）
を
持
ち
、
パ
ソ
コ
ン

　

操
作（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
な
ど
）

　

が
で
き
る
人

▼
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

▼
募
集
期
限　

８
月
20
日
月　

17
時

　

15
分

▼
申
し
込
み
方
法　

①
所
定
の
申
込

　

書　

②
直
近
３
か
月
以
内
の
健
康

　

診
断
書　

③
運
転
免
許
証
を
役
場

　

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
高
齢
者
支

　

 

援
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

８
月
31
日
金

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
１
階
特
１

　

会
議
室

▼
募
集
団
地　

添
田
町
町
営
住
宅
10

　

戸
程
度

▼
申
込
期
間　

８
月
６
日
月
〜
17
日

　

金
17
時
15
分

問 

役
場
住
環
境
整
備
課
建
築
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
５
）

【
自
衛
隊
採
用
試
験
全
種
目
】

▼
と
き　

①
田
川
地
区
＝
８
月
５
日

　

日
・
19
日
日　

②
筑
豊
地
区
＝
８

　

月
11
日
土
〜
19
日
日
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

①
田
川
情
報
セ
ン
タ
ー

　

②
飯
塚
地
域
事
務
所
（
飯
塚
市
）

　

町
立
小
学
校
に
勤

務
す
る
学
校
給
食
調

理
員
を
募
集
し
ま
す
。

意
欲
が
あ
り
、
健
康
な
人
は
、
ぜ
ひ

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
日　

月
に
５
〜
10
日
程
度（
学

　

校
か
ら
要
請
の
あ
る
日
）

▼
勤
務
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
賃
金　

日
額
６
０
０
０
円

▼
募
集
人
数　

１
〜
２
人
程
度

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
教
育
管

　

 

理
係
（
☎
82
―
５
９
６
3
）

【
錦
風
荘
調
理
員
】

▼
勤
務
地　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
錦
風
荘

▼
職
種　

調
理
員
（
契
約
職
員
）

▼
勤
務
時
間　

５
時
か
ら
17
時
45
分

　

ま
で
の
間
の
９
時
間

▼
給
与　

日
額
６
８
０
０
円

▼
手
当　

通
勤
手
当
、
早
出
手
当

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

錦
風
荘
（
☎
82
―
０
６
４
３
）

【
そ
え
だ
ジ
ョ
イ
介
護
職
員
】

▼
勤
務
地　

そ
え
だ
ジ
ョ
イ　

デ
イ

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
所

▼
職
種　

介
護
職
（
契
約
職
員
）

▼
勤
務
時
間　

８
時
30
分
か
ら
17
時

　

15
分
ま
で

▼
給
与　

日
額
６
８
０
０
円

的
に
農
業
を
目
指
し
た
い
人
な
ど
を

対
象
に
相
談
会
を
し
ま
す
。
就
農
や

就
業
に
向
け
た
研
修
や
支
援
制
度
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
無
料
で
受
け

ま
す
。

▼
と
き　

８
月
13
日
月
、
14
日
火

　

10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
飯
塚
農
林
事
務

　

所
田
川
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
（
田

　

川
市
）

※
相
談
希
望
の
人
は
事
前
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
飯
塚
農
林
事
務
所
田
川
普

　

 

及
指
導
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
42
―
１
４
２
８
）

　

家
事
調
停
委
員
と
民
事
調
停
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
５
日
水
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
役
所

問 

田
川
調
停
協
会（
☎
42
―
０
１
６
３
）

▼
と
き　

８
月
29
日
水
15
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
内
容　

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
健
診
結

果
や
食
生
活
、
栄
養
改
善
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）
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募
集

Informationくらしに役立つ情報満載

▼
募
集
人
数　

２
人

▼
雇
用
期
間　

平
成
30
年
９
月
〜
平

　

成
31
年
３
月
（
予
定
）

▼
賃
金　

日
額
５
６
０
０
円

▼
採
用
条
件　

添
田
町
に
住
所
を
有

相
談

健
康
相
談

〜
子
供
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
〜

学
校
給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す

添
田
町
要
援
護
者
実
態
調
査
員
募
集

福
岡
県
「
育
児
休
業
者
職
場
復

帰
支
援
事
業
」
参
加
者
募
集

地
元
で
農
業
を
始
め
ま
せ
ん
か

〜
田
川
地
域
就
農
等
相
談
会
〜

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
に
相
談
を

お盆の営業
添田町役場

（☎ 82-1231）通常通り

そえだジョイ
（☎ 82-5600）

13日月は休み。14日火、15日水は
13時～17時（浴室受付13時～16時）

歓遊舎ひこさん
（☎ 47-7039）通常通り営業（９時～18時）

クアハウス
（☎ 82-5061）

13日月～15日水は時短営業
（９時30分～17時）

しゃくなげ荘
（☎ 85-0123）

通常通り営業
※一般入浴は10時～21時

ひこさんホテル和
（☎ 85-0121）

通常通り営業
※立ち寄り湯は11時～16時

英彦山花公園
（☎ 85-0375）通常通り営業

ごみ収集 通常通り

し尿のくみ取り 13日月～ 16日木は休み。４日土、
11日土祝、12日日、18日土は営業

犬の捕獲
犬猫の引取り 通常通り

水道修繕当番
13日月 ㈲筑添建設（☎82-4661）
14日火 ㈲毛利管工（☎82-1023）
15日水 ㈱森下組（☎82-0174）

田川地区斎場
（☎ 42-8002）  15日水は休み

田川地区
急患センター
（☎ 45-7199）

保険証を
忘れずに

◉ 13日月
　内科＝ 19時～21時
◉ 14日火・15日水
　内科・小児科＝９時～17時
　　　　　　　　18時～23時
　外科＝９時～17時
※12時～13時は休診。

町
営
住
宅
空
き
家
入
居
抽
選
会

（
定
期
募
集
）
を
行
い
ま
す

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

子
育
て

筑
豊
地
区
自
衛
官
就
職
説
明
会

テレビの「受信障害」対策を実施しています

平
成30年８月23日木（予定）から庄地区で携帯電話の新しい電波利用を開始します。開

始に伴い、テレビの映像に影響の出る可能性がある地域にチラシを配布します。影

響が出た場合は対策員が回復作業を行いますので、コールセンターまで連絡してください。

※回復作業を行っても、費用を請求することは一切ありません。

問 700MHz（メガヘルツ）テレビ受信障害対策コールセンター（☎ 0120-700-012）

募
集

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信信信

　７月３日
から９日ま
での１週間、
福岡三越で、
九州北部豪
雨の復興応
援フェアが
開催され、添田町産の旬の野菜や加工品を
販売しました。お客様から復興への想いや
心配、励ましの言葉を数多くいただきまし
た。九州北部豪雨からちょうど1年にあた
る7月5日前後に、今年も大雨による災害
が起こってしまいました。亡くなられた方
々のご冥福をお祈りします。一刻も早い行
方不明者の捜索、町の復興を祈りながら「一
人ひとりができることをやっていこう」と
強く想いました。

福岡で添田町産の野菜を販売
九州北部豪雨応援フェア

　　　●添田町地域おこし協力隊
　　　　　佐々木晋　隊員

　●
　

Vol. ④

鹿角
神吉隊員・松尾隊員による

カスタムナイフ
ワークショップ

　鹿角を使ったナイフの柄を、納得
いくまで加工できます。

◉とき　８月19日日10時
　　　　（受け付け 9時30分～）
◉ところ　歓遊舎ひこさん
◉定員　15人（先着順）
※詳しくは Facebook
で確認してください。

無
料
調
停
相
談
会



ま
す
。

▼
と
き　

９
月
６
日
木
〜
９
月
９
日

　

日
（
４
日
間
）

問 
ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
６
０
１
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）宮
副
良
彦（
峰

　

地
）
▽（
故
）山
口
カ
オ
リ（
町
四
）

　

▽
（
故
）門
柳
初（
桜
橋
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
髙
橋
浩
月
（
町
四
）
▽

　

坂
本
泰
子
（
峰
地
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
赤
間
徳
夫（
岩
瀬
）▽
伊

　

藤
麗
子（
添
田
中
）▽
三
丸
十
七
子

　
（
添
田
中
）

　

  　

  

（
平
成
30
年
７
月
14
日
現
在
）

転
撲
滅
週
間

で
す
。
飲
酒

運
転
は
重
大

な
犯
罪
で
、

罰
金
や
懲
役
、

運
転
免
許
の

取
り
消
し
、
会
社
の
解
雇
な
ど
、
非

常
に
重
い
罰
則
や
社
会
的
制
裁
が
科

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
は
、

被
害
者
と
加
害
者
、
そ
の
家
族
の
生

活
も
大
き
く
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ
う
に
、
お
互

い
に
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

問 

田
川
警
察
署（
☎
42
―
０
１
１
０
）

　

 

役
場
防
災
管
理
課
防
災
安
全
係　

　

 

（
☎
82
―
４
０
０
２
）

　

清
掃
、
修
繕
工
事
の
た
め
休
館
し

●人　口　10,025 人（ー19人）

●男　性　  4,729 人（ー６人）

●女　性　  5,296 人（－13人）

●世帯数　  4,760世帯（ー 1世帯）

●出生　４人

●死亡　12人

●転入　20人

●転出　31人

人の動き ６月末日現在（　）は前月比
　

平
成
30
年
度
は
８
月
31
日
金
が
納

期
限
で
す
。
個
人
事
業
税
の
納
税
は
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
振
興
、

み
な
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
向
上
を

図
る
た
め
重
要
な
も
の
で
す
。
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問 

福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
０
３
）

　

ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
吉
木
の
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
で
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
を
！
」
へ
の
皆
さ
ま
か
ら

　

町
内
に
残
る
江
戸
時
代
の
古
文
書

の
中
か
ら
、
一
部
を
解
説
展
示
し
て

い
ま
す
。

▼
展
示
期
間　

8
月
25
日
土
ま
で

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

問 

梶
谷
敏
明
さ
ん（
☎
82
―
５
６
０
７
）

　
　
　
　
　

皆
さ
ん
が
制
作
し
た
作

　
　
　
　

品
を
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
の
ロ

　
　
　
　

ビ
ー
に
展
示
し
ま
せ
ん
か
。

展
示
パ
ネ
ル
に
、
写
真
・
絵
画
・
書

▼
と
き　

９
月
３
日
月
〜
11
日
火

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

▼
テ
ー
マ　
「
地
域
社
会
と
ハ
ン
セ
ン

　

病
問
題
」
〜
わ
た
し
た
ち
が
加
害

　

者
と
な
ら
な
い
た
め
に
〜

問 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
人
権
同

　

 

和
推
進
係
（
☎
82
―
５
８
０
０
）

　

180
㎝
×
横
90
㎝
ま
た
は
縦
180
㎝
×

　

横
180
㎝
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

オ
ー
ク
ホ
ー
ル（
☎
82
―
２
５
５
９
）

　
　
　
　
　

大
ホ
ー

　
　
　
　

ル
の
舞
台

　
　
　
　

の
上
で
、　

世
界
最
高
峰
の
ピ
ア

ノ
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
」
を
弾
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

随
時
（
休
館
日
を
除
く
大

　

ホ
ー
ル
の
空
い
て
い
る
時
間
帯
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
募
集
定
員　

１
日
最
大
４
組
（
４

　

区
分
）
①
９
時
〜　

②
12
時
〜　

な
ど
を
掛
け
た
り
、
ロ
ビ
ー
に
机
を

並
べ
て
ク
ラ
フ
ト
作
品
な
ど
を
飾
っ

た
り
も
で
き
ま
す
。
個
人
・
グ
ル
ー

プ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
も
無
料
で
展

示
で
き
ま
す
。
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
の
空

間
を
演
出
す
る
、
素
敵
な
作
品
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

展
示
希
望
日
（
平
成
31
年

　

３
月
ま
で
の
間
の
最
長
１
ヶ
月
程

　

度
の
期
間
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
や
希
望
展
示

期
間
が
重
な
っ
た
場
合
は
当
館
で
調

整
し
ま
す
。

※
空
い
て
い
る
期
間
は
随
時
、
募
集

を
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

▼
展
示
料
金　

無
料

▼
展
示
作
品　

写
真
、
絵
画
、
書
、

　

生
け
花
、
ク
ラ
フ
ト
作
品
な
ど

▼
貸
出
可
能
備
品　

展
示
パ
ネ
ル（
縦

の
寄
付
総
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
寄
付
総
額　

234
万
６
０
０
０
円

　
（
141
件
）

　

温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
文
化
財
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
４
）

▼
と
き　

９
月
16
日
日（
大
字
添
田
・

　

庄
）、17
日
月
祝
（
大
字
津
野
・
英

　

彦
山
・
落
合
・
桝
田
・
中
元
寺
・

　

野
田
・
町
内
高
齢
者
施
設
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

※
対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
郵
送
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
広
報
そ
え
だ
９
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

③
15
時
〜 

④（
平
日
の
み
）18
時
〜

▼
利
用
料　

１
区
分
１
０
０
０
円（
２

　

時
間
）、延
長
料
金
１
０
０
０
円（
１

　

時
間
）

▼
申
し
込
み　

利
用
希
望
日
の
10
日

　

前
か
ら

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

オ
ー
ク
ホ
ー
ル（
☎
82
―
２
５
５
９
）

　

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８
月

６
日
月
８
時
15
分
、
長
崎
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
８
月
９
日
木
11
時
２
分
、

終
戦
記
念
日
の
８
月
15
日
水
12
時
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
分
間
、
職
場
や
家
庭
で
、

犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
、
平
和
祈
念
の

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障

　

 

が
い
者
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）
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お
知
ら
せ

Informationくらしに役立つ情報満載

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
高
齢
者
支

　

 

援
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

９
月
７
日
金　

13
時
〜
16

　

時
10
分

▼
と
こ
ろ　

川
崎
町
勤
労
青
少
年
ホ

　

ー
ム

▼
内
容　

講
演
「
災
害
時
の
避
難
所

　

生
活
と
巡
回
診
療
」
／
大
牟
田
市

　

立
病
院
副
院
長 

藤
野
隆
之
先
生
、

　

救
命
救
急
講
習
「
心
肺
蘇
生
法
研

　

修
会
」、
緊
急
車
両
の
展
示
な
ど

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係（
☎
88
―
８
１
１
１
）

　

８
月
25
日
土
〜
31
日
金
は
飲
酒
運

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い

15　広報そえだ（平成 30年８月号）

イ
ベ
ン
ト

納期限のお知らせ
●８月31日金が納期限です
　▷町県民税（２期）
　▷国民健康保険税（２期）
　▷後期高齢者医療保険料（２期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　８月７日火、21日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　８月８日水（13時～）、10 日金（15 時～）
●無料法律相談（オークホール／13時～16時）
　８月17日金
※２か月に１回の巡回無料相談会です。前日午前
中までに役場保健福祉環境課で予約してください。
問 役場保健福祉環境課（☎82-1232）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　８月14日火、９月11日火、
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　８月23日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　８月１日水、９月５日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

相談

　６月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　６月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
今年の累計
３
０
０
１

今年の累計
111
０
27

発生件数種　類
  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
０（±０）

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

16（±０）
０（±０）
６（＋３）

  車上ねらい

人
権
パ
ネ
ル
展

「
地
域
社
会
と
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
」

和
推
進
係
（
☎
8

）

８
月
は
、
個
人
事
業
税

第
１
期
分
の
納
期
で
す

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

実
施
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

松本清張作品を読み解く
清張文学の

ローカルとグローバル

問 町立図書館（☎ 82-4800）2-4800000））））））））2 4800000000）））））））））））

　多岐にわたる分野で数多くの作品を残
した作家、松本清張。没後も読み継がれ、
映像化された作品も多数あります。松本
清張記念館（北九州市）は開館20年を迎え
ました。今回は記念館学芸員の栁原暁子
さんが講演します。

●とき　９月13日木
　　　　13時～15時
●ところ　町立図書館
●講師　栁原暁子氏
（松本清張記念館
　　　　専門学芸員）
●入場料　無料

8 月 29 日～ 9月 4日は
子どもの人権 110 番

強化週間です

問 相談ダイヤル（☎ 0120-007-110）

　８月29日水～９月４日火は「子どもの
人権110番強化週間」です。
　「いじめ」や体罰、不登校や子どもの虐
待など、子どもに関する人権問題のご相
談を受け付ける相談電話を設置します。
法務局職員と人権擁護委員が無料で相談
に応じます。秘密は厳守されますので、ひ
とりで悩まず、気軽に電話してください。
▶とき　▷平日の８月29日水～８月31日
金、９月３日月～９月４日火＝８時30分
～19時　▷９月１日土、９月２日日＝10
時～17時
▶相談ダイヤル（☎ 0120-007-110）
※ＩＰ電話は（☎ 092-739-4175）へ
電話してください。

 「子どもの人権 110番」では強化週間以
外でもご相談を受け付けています。
▶とき　８時30分～17時15分（時間外と
土日祝日は留守番電話対応）

細
川
忠
興
の

青
色
の
ロ
ー
マ
字
印
展

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
に

作
品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
で

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
よ
う

ク
ア
ハ
ウ
ス
休
館

救
急
の
日
の
つ
ど
い
２
０
１
８

添
田
町
敬
老
会

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

開館30周年
特別企画

開館30周年
特別企画

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
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そ
え
だ

2018

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

八
月
に
な
り
ま
し
た
。
七
月
は
二
年
続
き
の
豪
雨

そ
し
て
猛
暑
、
体
調
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
町
長
選
挙
・
町
議

会
議
員
選
挙
も
終
わ
り
、
新
た
な
気
持
ち
、
体
制

で
町
政
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
▼
筑
豊
名
物
に
な
り
ま
し
た
「
そ
え
だ
花

火
大
会
」、
今
年
は
、
姉
妹
町
で
あ
る
北
海
道
美
深
町
か
ら
山
口
信
夫
町

長
を
含
む
32
名
の
皆
さ
ん
が
添
田
町
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
美

深
町
開
拓
120
年
の
記
念
行
事
の
ひ
と
つ
で
我
が
町
を
訪
ね
て
く
れ
る
と
言

う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
と
共
に
大
歓
迎
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
昨

年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
山
口
信
夫
町
長
自
ら
心
温
ま
る
義
援
金
を
持

参
頂
き
ま
し
た
。
今
年
の
豪
雨
に
も
大
変
心
配
し
て
頂
き
ま
し
た
。
全
国

広
し
と
言
え
添
田
町
の
事
を
し
っ
か
り
想
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
町
民
の

皆
さ
ん
の
い
る
町
で
す
。
▼
美
深
町
の
事
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。
人
口

４
３
９
６
人
で
稚
内
市
と
旭
川
市
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線
・
国
道
40
号
の

ほ
ぼ
中
央
で
、
西
方
に
天
塩
山
地
、
東
方
に
函
岳
を
主
峰
と
す
る
北
見
山

地
を
望
む
盆
地
に
開
け
た
町
で
す
。
面
積
は
672
・
09
㎢
で
、
福
岡
県
内
で

は
広
い
と
言
わ
れ
る
添
田
町
132
・
20
㎢
の
５
倍
以
上
あ
る
町
で
す
。
特
産

品
は
、添
田
町
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
お
馴
染
み
の
栗
カ
ボ
チ
ャ
、栗
ジ
ャ

ガ
イ
モ
北
あ
か
り
、
今
評
判
の
美
深
メ
ロ
ン
が
あ
り
、「
チ
ョ
ウ
ザ
メ
と

キ
ャ
ビ
ア
」の
町
で
も
あ
り
ま
す
。▼
美び
ふ
か深
く
ん
と
美み
み深
ち
ゃ
ん
が
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
添
田
町
の
ひ
こ
ち
ゃ
ん
、
ゆ
ず
ち
ゃ
ん
と
は
い
と

こ
同
士
で
す
。
美
深
、素
晴
ら
し
い
響
き
で
す
。
昔
は
「
ビ
ウ
カ
」
と
言
っ

て
ア
イ
ヌ
語
で「
石
の
多
い
場
所
」と
言
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
町
の
花
は

ツ
ツ
ジ
、
町
の
木
は
エ
ゾ
マ
ツ
で
す
。
▼
添
田
町
と
は
１
９
８
１
年（
昭

和
56
年
）に
姉
妹
町
提
携
を
行
い
現
在
37
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
気
候

風
土
・
歴
史
文
化
の
違
う
両
町
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
勉
強
し
な

が
ら
、
姉
妹
町
で
あ
る
こ
と
自
体
を
糧
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
美
深
町
は
、
エ
ア
リ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
▼
姉
妹
交
流
に

つ
い
て
は
、
首
長
、
議
員
、
役
場
職
員
が
行
う
だ
け
で
あ
れ
ば
町
民
に
と
っ

て
の
恩
恵
は
少
な
い
と
考
え
ま
す
。
最
近
で
は
農
業
関
係
者
、
商
業
関
係

者
そ
し
て
児
童
生
徒
、
女
性
間
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
こ
の
中

で
、
先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
入
手
が
出
来
ま
す
。

環
境
の
違
っ
た
場
所
で
の
青
少
年
の
育
成
も
出
来
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

北
海
道
美
深
町
と
福
岡
県
添
田
町
が
特
別
の
連
帯
感
、
親
近
感
で
結
ば
れ

双
方
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

町議会議員13人決まる
　７月８日、任期満了に伴う添田町議会議員一般選挙の投票が行われ、即日開
票の結果、議員13人（現職９人、新人４人）が決まりました。投票率は74.30％で、
前回より 7.11％減。任期は、平成34年７月21日までの４年間です。

添田町議会議員一般選挙

■選挙当日有権者数8,688人　■投票者数6,455人
■有効投票数6,361票　■無効投票数94票　■投票率74.30％

町議会議員13人決まる

町議会議員一般選挙各候補者得票数

寺　西　明　男   町 長
Akio Teranishi

昭和25年１月31日生。昭和49年
福岡県庁入庁。自然環境課長、
福岡県大阪事務所長を経て、平
成19年４月添田町副町長に就
任。平成22年８月、添田町長に
初当選。今回、３選目を果たす。
福岡大法学部卒。68 歳。

寺西町長が無投票３選

　任期満了による添田町長選挙が７月３日に告示され、現
職の寺西明男氏のほかに届け出がなく、無投票での３選が
決定しました。
　寺西町長の 3期目の任期は、平成30年８月22日から平成
34年８月21日までの４年間となります。

氏名（敬称略） 所属 現新別 得票数
当 畠　田　勝　廣 無所属 現 723
当 久保田　実　生 無所属 現 596
当 𠮷　木　清　文 公明党 新 567
当 小　川　浩　一 無所属 現 522
当 緒　方　裕　子 無所属 現 492
当 山　本　文　隆 無所属 新 481
当 白　石　雄　二 無所属 新 468
当 岩　本　　正　 無所属 現 428
当 永　沼　嘉代子 日本共産党 新 402
当 髙　瀬　知惠子 無所属 現 388
当 中　嶋　浩　二 無所属 現 377
当 合　戸　精　一 無所属 現 359
当 武　貞　誉　裕 無所属 現 342

松　本　雄　二 無所属 216
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